
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年５月１４日                 全国一般神奈川                    第２８８（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
５
月
１
５
日 

１
８
時
３
０
分 

旭
区
役
所 

 

鯉
住
宅
団
体
交
渉 

●
５
月
１
５
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
５
月
１
６
日 

１
５
時
３
０
分 

横
浜
駅
東
口 

ビ
ス
テ
オ
ン
ビ
ラ
情
宣
行
動 

●
５
月
１
６
日 

１
７
時
３
０
分 

新
杉
田
駅 

最
賃
ビ
ラ
情
宣
行
動 

 

●
５
月
１
７
日
～
２
１
日 

沖
縄
現
地 

沖
縄
平
和
行
進 

 

●
５
月
１
８
日 

１
５
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
５
月
１
９
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
５
月
１
９
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
５
月
２
０
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
８
回
担
当
者
会
議 

 

●
５
月
２
１
日 

１
４
時 

事
務
所 

(

株)

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
団
交 

 

●
５
月
２
３
日 

１
３
時 

日
比
谷
野
音 

狭
山
集
会 

 

●
５
月
２
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
５
月
２
５
日 

１
６
時 

事
務
所 

郵
政
会
議 

 

●
５
月
２
６
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
８
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
５
月
２
７
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
駅
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

●
５
月
２
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
総
会 

 

●
５
月
２
９
日 

１
８
時 

橋
本 

ア
セ
ッ
ク
団
体
交
渉 

●
５
月
２
９
日 

１
９
時 

弁
護
士
事
務
所 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
団
体
交
渉 

 

●
５
月
３
０
日 

１
３
時
３
０
分 

た
け
薬
局
団
体
交
渉 

 

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
生
憎
の

大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
私
た
ち

全
国
一
般
神
奈
川
は
３
５
名
の

県
共
闘
の
参
加
メ
ン
バ
ー
の
一

員
と
し
て
反
町
公
園
に
集
結
し

た
。
ビ
ス
テ
オ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
不

当
解
雇
撤
回
支
援
ニ
ュ
ー
ス
を

集
会
開
始
前
に
配
布
し
、
そ
の

後
、
宮
沢
県
共
闘
幹
事
に
よ
る
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
下
で
の
デ

モ
、
沢
渡
公
園
に
到
着
後
、
県
共

闘
と
し
て
の
集
約
集
会
で
前
半

が
終
了
。
午
後
は
関
内
事
務
所
で

国
家
権
力
に
よ
る
あ
か
ら
さ
ま

な
労
働
組
合
攻
撃
と
し
て
行
わ

れ
た
、
関
西
生
コ
ン
事
件
の
報
道

録
画
の
試
聴
会
で
２
０
２
４
メ

ー
デ
ー
は
終
了
し
た
。 

今
回
の
メ
ー
デ
ー
は
、
川
端
県

共
闘
議
長
が
年
初
に
永
眠
さ
れ

て
初
め
て
の
メ
ー
デ
ー
と
な
り
、

ス
タ
ー
ト
集
会
で
川
端
議
長
の

連
帯
挨
拶
を
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
寂
し
さ
の
一
面
、
小
内
事
務

局
長
か
ら
個
々
の
労
働
者
が
原

点
に
立
ち
返
っ
て
団
結
し
て
行

動
し
て
い
く
と
い
う
県
共
闘
と

し
て
の
ア
ピ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。 

２
０
２
４
春
闘
で
は
、
一
握
り

の
大
企
業
の
満
額
（
以
上
）
回
答

が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は

円
安
や
異
常
と
も
い
え
る
株
価

高
騰
、
そ
し
て
下
請
け
企
業
を
買

い
叩
い
て
得
た
利
益
の
わ
ず
か

一
部
が
少
数
の
労
働
者
に
還
元

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
大
多

数
の
中
小
企
業
で
働
く
労
働
者

の
実
質
賃
金
が
減
り
続
け
て
い

る
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
で
露

呈
し
た
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
低
賃
金
と
劣
悪
な
環
境

で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は

改
善
ど
こ
ろ
か
加
速
し
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
日

本
社
会
に
突
き
付
け
た
課
題
を

私
た
ち
労
働
者
一
人
ひ
と
り
が

自
分
事
と
し
て
受
け
止
め
よ
う
。

人
間
が
生
活
し
て
い
く
の
に
必

要
不
可
欠
な
医
療
、
介
護
や
福

祉
、
育
児
と
い
っ
た
特
に
対
人
社

会
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
国
と
し

て
の
責
務
を
放
棄
、
そ
し
て
新
自

由
主
義
の
も
と
で
行
わ
れ
た
労

働
市
場
改
革
に
よ
る
規
制
緩
和

と
民
営
化
が
も
た
ら
し
た
労
働

者
の
非
正
規
・
低
賃
金
化
が
も
た

ら
す
の
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

最
低
限
の
生
存
権
す
ら
危
機
的

な
状
況
に
追
い
こ
ま
れ
る
大
多

数
の
労
働
者
の
未
来
に
他
な
ら

な
い
。 

命
と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
ま

ず
は
職
場
で
地
域
で
労
働
組
合

が
率
先
し
て
声
を
あ
げ
て
い
こ

う
！
！ 

 
 
 
 
 

（
八
木
） 

第９５回 ５・１神奈川メーデー開催 
 雨ニモマケズ全国一般はメーデーに集結・団結！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年５月１４日                 全国一般神奈川                   第２８８号（２） 

快
晴
の
東
京
・
有
明
防
災

公
園
で
「
武
力
で
平
和
は
つ

く
れ
な
い
！
と
り
も
ど
そ
う

憲
法
い
か
す
政
治
を 

２
０

２
４
憲
法
大
集
会
」
が
、
３

万
２
千
人
の
参
加
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
共
闘

の
仲
間
は
、
１
２
時
３
０
分

参
加
者
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て

い
た
臨
海
線
・
国
際
展
示
場

駅
前
に
集
合
し
防
災
公
園
会

場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た

集
会
で
は
、
主
催
者
を
は
じ

め
政
党
の
代
表
者
な
ど
多
く

の
方
か
ら
、
改
憲
発
議
を
許

さ
ず
、
憲
法
を
い
か
し
、
平

和
・
い
の
ち
・
く
ら
し
・
人

権
を
守
ろ
う
。
パ
レ
ス
チ
ナ

即
時
停
戦
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
の
撤
退
。
憲
法
９
条
を
活

か
し
た
平
和
外
交
を
。
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
南
西

諸
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
配

備
の
撤
回
。
武
器
輸
出
の
解

禁
撤
回
。
辺
野
古
基
地
の
建

設
中
止
。
脱
原
発
・
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
個
人
の
尊
厳
を

大
切
に
す
る
社
会
を
。
そ
し

て
金
権
腐
敗
、
憲
法
無
視
の

政
治
を
終
わ
ら
せ
、
安
心
し

て
く
ら
せ
る
社
会
を
目
指
そ

う
と
挨
拶
が
あ
り
、
こ
の
国

が
抱
え
て
い
る
課
題
を
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

集
会
は
２
時
間
で
終
了
し
、

そ
の
後
お
台
場
コ
ー
ス
と
豊

洲
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
「
武

「
平
和
憲
法
を
ま
も
り
、
活
か
す
た
め
に
」

５・
３
憲
法
大
集
会
開
催 

力
で
平
和
は
作

れ
な
い
！
」
「
憲

法
を
守
れ
！
」

「
軍
拡
よ
り
も

平
和
外
交
で
！
」

と
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
約
１
時

間
の
パ
レ
ー
ド

を
行
な
い
ま
し

た
。 憲

法
の
前
文

に
は
、
４
千
万
か

ら
５
千
万
人
の

犠
牲
を
出
し
た

戦
争
の
反
省
の

上
に
立
ち
、
国
民

主
権
と
平
和
主
義
、
そ
し
て

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
本

理
念
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
戦

争
、
世
界
の
貧
困
な
ど
を
見

る
と
、
全
世
界
の
国
民
が
、

『
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に

生
存
』
で
き
て
は
い
ま
せ
ん
。

憲
法
の
理
念
と
現
実
は
大
き

く
乖
離
し
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
理
念
に
近
づ
け
た
い
も

の
で
す
。
５
月
３
日
憲
法
記

念
日
、
日
頃
の
忙
し
さ
に
追

わ
れ
平
和
憲
法
の
大
事
さ
を

再
認
識
す
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 

 
（
佐
藤
） 

 
 

メインステージでの集会挨拶 

２
４
春
闘
交
渉
が
各
職
場
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。
４
月
末
現
在
、
要

求
書
を
提
出
し
て
２
４
春
闘
に
取
り

組
ん
で
い
る
支
部
・
職
場
は
１
７
職

場
と
な
っ
て
い
る
。 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
（
神
奈
川
県
教

委
）
、
郵
政
南
関
東
、
郵
政
小
田
原

東
、
郵
政
都
筑
、
郵
政
港
、
総
生
会
、

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
、
ラ
ム
リ
サ
ー
チ
、

写
真
学
園
、
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
生
活

ク
ラ
ブ
、
小
林
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、

多
摩
川
病
院
、
神
奈
川
県
匡
済
会
、

ら
ぽ
お
る
の
樹
、
ア
セ
ッ
ク
、
エ
イ

ボ
ン
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
職
場
状
況
、
雇
用
形
態
等
に
よ

り
、
ス
タ
ー
ト
が
異
な
り
、
進
捗
状

況
も
異
な
っ
て
い
る
。 

２
４
春
闘
は
、
岸
田
政
権
が
安
倍

政
権
か
ら
続
く
異
次
元
の
金
融
緩
和

の
継
続
に
よ
る
円
安
政
策
と
、
世
界

の
緊
張
と
対
立
の
高
ま
り
か
ら
の
諸

物
価
の
高
騰
、
そ
し
て
最
長
に
及
ぶ

実
質
賃
金
の
減
額
が
続
い
て
い
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
「
官
製
春
闘
」
を

上
回
る
、
政
官
財
あ
げ
て
の
「
賃
上

げ
」
が
叫
ば
れ
て
き
た
。
大
手
民
間

企
業
は
過
去
最
高
益
を
記
録
し
、
賃

上
げ
税
制
も
あ
り
、
組
合
要
求
の
満

額
ど
こ
ろ
か
、
要
求
を
上
回
る
回
答

が
続
い
た
。
そ
の
波
及
効
果
が
、
圧

倒
的
多
数
の
中
小
企
業
労
働
者
、
非

正
規
労
働
者
に
及
ぶ
か
ど
う
か
だ
っ

た
が
、
現
状
で
は
、
想
定
通
り
全
く

波
及
は
し
て
い
な
い
。 

中
小
企
業
で
働
く
私
た
ち
は
、
定

期
昇
給
は
無
く
、
毎
年
交
渉
で
の
賃

上
げ
が
す
べ
て
で
あ
り
、
そ
れ
も
人

事
考
課
に
よ
る
と
称
し
、
具
体
的
な

数
字
が
出
て
こ
な
い
職
場
も
多
い
。

４
月
末
現
在
、
有
額
回
答
が
あ
っ
た

職
場
は
８
職
場
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
も
５
％
に
は
程
遠
い
数
％

と
の
回
答
だ
。
非
正
規
職
場
で
は
最

低
賃
金
ア
ッ
プ
分
の
回
答
も
あ
る
。

ま
た
定
年
再
雇
用
職
場
で
も
最
賃
ア

ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。
大
手
民
間
企

業
に
収
益
が
集
中
し
、
中
小
企
業
は

収
益
が
改
善
さ
れ
に
く
い
社
会
構
造

が
問
題
で
も
あ
る
。
更
に
、
介
護
、

医
療
福
祉
関
係
は
、
国
の
政
策
に
よ

り
収
入
は
限
ら
れ
て
お
り
、
社
会
保

障
費
の
削
減
を
進
め
る
岸
田
政
権
の

下
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
も
て
は
や
さ
れ
な
が
ら
、
待

遇
は
改
善
さ
れ
ず
、
物
価
高
騰
に
全

く
追
い
つ
い
て
い
な
い
。 

ま
だ
ま
だ
２
４
春
闘
の
取
り
組
み

は
続
く
。
各
職
場
で
春
闘
交
渉
は
継

続
さ
れ
て
お
り
、
獲
得
目
標
に
一
歩

で
も
近
づ
く
た
め
に
組
合
員
の
奮
闘

で
全
国
一
般
の
春
闘
は
続
い
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
横
浜
市
、
県
立
病
院

機
構
も
要
求
書
を
提
出
し
て
い
く
。職

場
内
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、
社
会
構
造
を
変
革
す
る
取
り
組

み
や
、
国
の
政
策
を
改
善
す
る
取
り
組

み
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
だ
。
職
場
と
地
域
、
全
国
を
繋
ぐ

２
４
春
闘
を
闘
お
う
。 

（
沢
口
） 

２
４
春
闘
中
間
報
告 

４
月
２
５
日
横
浜
地
裁
は
、
丈
夫

屋
地
位
確
認
等
請
求
事
件
に
つ
き
、

控
訴
棄
却
の
不
当
判
決
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
裁
判
は
、
会
社
側
が
２
０

２
０
年
１
月
末
日
付
解
雇
直
後
に
、

先
ん
じ
て
債
務
不
存
在
確
認
訴
訟
、

社
会
保
険
料
立
て
替
え
払
い
代
請
求

裁
判
を
提
訴
し
、
対
抗
し
て
被
解
雇

者
の
Ａ
組
合
員
が
地
位
確
認
等
訴
訟

を
反
訴
し
た
も
の
で
す
。 

４
年
に
わ
た
る
裁
判
で
、
会
社
の

安
全
配
慮
義
務
違
反
を
充
分
に
立
証

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
判
決
で
は
、

全
く
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
原

告
は
控
訴
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
残
る
課
題
は
最
高
裁
確
定
判

決
と
な
っ
た
、
神
奈
川
県
労
働
委
員
会

命
令
の
完
全
履
行
で
す
。
（
藤
井
） 

丈
夫
屋
地
位
確
認
等
訴
訟  

不
当
判
決
弾
劾
！ 

裁
判
は
控
訴
審
へ 


